
サステナブル調達方針 

1. 方針の目的 

サイデン化学は、企業理念に掲げる「得意先との共存共栄」および「信用は無限の財

産」のもと、お取引先様との強固な信頼関係を築きながら社会に貢献する経営を進め

ております。こうした考えをサプライチェーンに係る取引関係者の皆様とも共有し、

環境保全や人権尊重に配慮した責任ある調達活動を行うことで、共に持続可能な社会

の実現と繁栄をめざして本方針を制定します。 

2. 基本方針 

1. 法令遵守・国際規範の尊重 

事業活動を行う国および地域の関連法令を厳格に遵守するとともに、高い倫理観をも

って行動します 。また、「国連グローバル・コンパクト」や「ILO 中核的労働基準」

をはじめとする国際的な人権・労働規範を深く理解し、これを尊重した事業活動を展

開します 。 

2. 人権・労働への配慮 

「ビジネスと人権に関する指導原則」に基づき、サプライチェーンに関わる全ての

人々の基本的人権を尊重します。あらゆる形態の強制労働、児童労働、人身取引を容

認せず 、国籍、人種、性別、年齢、障がい等に基づく一切の差別やハラスメントを排

除します 。また、多様な人材が能力を最大限に発揮できるよう、ダイバーシティ＆イ

ンクルージョンを推進するとともに、適正な賃金の支払いや労働時間の適切な管理を

通じた健全な労働環境の確保に努めます 。 

3. 安全衛生 



従業員の安全と心身の健康を最優先課題と位置づけ、労働災害の未然防止に向けた教

育および安全な設備環境の維持・向上に努めます 。化学物質を扱う企業として、緊急

時の対応体制を万全に整えるとともに 、従業員の健康保持・増進に向けた健康経営を

積極的に推進し、安全で働きがいのある職場を構築します 。 

4. 環境への配慮 

気候変動問題への対応を重要課題と捉え、事業活動における温室効果ガス排出量の削

減とカーボンニュートラルの実現に向けて継続的に努力します 。また、化学メーカー

としての責任として、化学物質の適正管理を徹底するとともに、廃棄物の削減、水資

源を含む資源の有効活用、汚染予防策を講じ、循環型社会（サーキュラーエコノミ

ー）の構築および生物多様性の保全に貢献する調達を推進します 。 

5. 公正かつ透明な取引 

お取引先様の選定にあたっては、品質、価格、納期、技術力に加え、サステナビリテ

ィへの取り組み姿勢を総合的かつ公平に評価します 。あらゆる形態の贈収賄、横領、

資金洗浄などの腐敗行為を固く禁じ、優越的地位の濫用を排除した公正な取引関係を

構築します 。同時に、取引を通じて得た機密情報や個人情報、および知的財産権を厳

格に管理・保護します 。また、紛争鉱物など、重大な人権侵害や環境破壊に関わる懸

念のある原材料の調達を回避します。 

6. 品質・安全性の確保 

お客様の期待と信頼に応えるため、法令や顧客要求事項を遵守し、最高水準の品質と

安全性を備えた製品を提供します 。また、原材料の調達から製造、出荷に至るまでの

プロセスにおいて、適切な情報提供（SDS 等）とトレーサビリティの確保に努め、社

会に対して責任ある製品供給を行います 。 

 



7. サプライヤーとの協働 

サステナブルな社会の実現は自社のみで成し得るものではありません。お取引先様に

も本方針の趣旨をご理解・ご賛同いただき、共に取り組みを推進していただくよう働

きかけます 。課題が確認された場合には、対話を通じて解決に向けた支援や協働を行

い、サプライチェーン全体の強靭化と持続可能性の向上をパートナーとして共に目指

します 。 

8. 情報開示 

当社のサステナビリティに関する方針や取り組み状況、事業活動が社会や環境に与え

る影響について、適時・適切かつ透明性の高い情報開示を行います 。また、ステーク

ホルダーの皆様との誠実な対話を通じて、社会からの要請や期待を事業活動に反映さ

せます。 

9. 運用・見直し 

本方針は、経営層の関与のもとで実効性のある運用を図ります。また、社会情勢の変化

や国際的なサステナビリティ動向、関連法令の改定等を踏まえ、定期的に内容を見直し、

継続的な改善に努めます 。 
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